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至 心 

学 校 法 人 麻 生 学 園 

東明館小学校学校だより 

第 １ １ １ 号 

平成２６年１月３１日 

校校校校        訓訓訓訓    

好 学 愛 知 

自 律 自 啓 

２月 行 事 予 定 ３月 行 事 予 定 

１ 土  １ 土 学習参観（感謝の会） 

２ 日  ２ 日  

３ 月  ３ 月 委員会 

４ 火 縦割りランチ ４ 火 縦割りランチ 

５ 水  ５ 水 お別れ集会 

６ 木  ６ 木  

７ 金  ７ 金  

８ 土 漢字検定 ８ 土  

９ 日  ９ 日  

10 月  10 月  

11 火 建国記念の日 11 火  

12 水  12 水  

13 木  13 木  

14 金  14 金  

15 土 数学検定 15 土  

16 日  16 日  

17 月 代表委員会 17 月  

18 火  18 火 ６年修了式 

19 水 スキー教室（5,6 年） 19 水 卒業式 

20 木 スケート教室（1,2,3 年） 20 木  

21 金  21 金 春分の日 

22 土 持久走大会 22 土 修了式 

23 日 新１年生 ２期試験 23 日 学年末休業 

24 月 クラブ 24 月  

25 火  25 火  

26 水  26 水  

27 木  27 木  

28 金 大掃除 28 金  

   29 土  

   30 日  

   31 月  

 
◎お知らせ◎ 

○ スケート・スキー教室 

４年生は終了しましたが、本年もウィンタースポーツを体験しま

す。今年の５、６年生はスキーに挑戦！ 大きな怪我をせず、楽しい

思い出をたくさん作ってきてください。 

 

１､２､３年生：２月２０日（木） 

  ５､６年生 ：２月１９日（水） 

詳しい日程や準備物、下校等につきましては、学級通信でご確認下さい。 

 

○ 持久走大会 ２月２２日（土） 

 今年の持久走大会では、１年生から６年生まで全員が、他の学年の

応援を行います。例年以上に応援してくれる人がいるので、みんな張

り切って走ることでしょう。本番に向けて、これからの練習も、しっ

かりと頑張ってもらいたいと思います。 

 もちろん、お家の方の応援もたくさんお願いします。 

「群れと集団」 

校  長  今村 隆信   

 

６年生が修学旅行に行く前に、子どもたちに「群れ」と「集団」

の違いについて触れ、集団としての行動を期待するという話をしま

した。今月は、群れと集団について考えてみたいと思います。 

群れと集団について書かれたものが目につきましたので紹介し

ます。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

また、群れと集団について辞書的に解釈すると次のようになりま

す。 

 

 

教師が最初に受け持つクラスは、寄せ集めの「群れ」の状態な

のです。これを「集団」化させていく教育活動に日々邁進してい

るわけです。 
 

【群れ】 

何かあると誰かが何とかしてくれることを期待し、失敗すると

やった人のせいにする。個々が自己防衛のために判断して行動

し、ワガママや自己中心の考え方が横行する。一部のワガママ

連中が中心になり、ほとんどの者がいつもまわりにおびえ、弱

い者、力のない者が代表にさせられたりターゲットになる。し

っかり者や気のきく優しい者に苦労が集中し、最後には、全体

にやる気のないムードが漂う。目つきが自然に上目遣いになり、

目を盗んで行動する者が多い。自分に甘く他人に厳しい見せか

けの強者が存在する。奇声が飛び交い、いざというときにしら

けた雰囲気になり、おびえあう。 

【集団】 

一人一人に責任意識があり、それぞれの役割と責任をつなぎ合

わせていろいろなことが成立している。お互いの立場を尊重し、

できない人や遅れている人を助けるムードがある。決して人を

見下さない。課題やトラブルがあっても、今、全体のために必

要なことを考え、たとえ自分の主義主張があっても合わせてい

ける優しさを個々が持っている。また、人間関係上の不協和音

が生じても、お互いの立場を考えながら自分たちでそれを修復

していける。それぞれに自分の居場所があり、事がうまくいっ

たときや成し遂げたときの感動や成就感を共有することができ

る。自分に厳しく、他人に優しい本物の強者が存在する。 

 

「群れ」とは、目的を持たず、ただ集まっていること 

「集団」とは、ある目的を持って、集まっていること    

 

この教育活動の中心課題が学級づくり、授業づくりになるのです。

「集団」になるためには、キーワードは、「自分たちで」です。 

 

 

 

 

 

が重要なのです。 

また、「自分たちで」進めていくためには、次のような条件が必要

になります。 

 １ グループを仕切っていくリーダーがいること 

 ２ お楽しみ会や集会などのさまざまな会で、進行役に協力してい

こうとする子どもたちがいること 

 ３ 子どもたちがこのクラスにいることを誇り（自慢）に思ってい

て、クラスを良くしていこうとすることに進んで取り組もうとす

ること 

 このような学級集団になるためには、一人一人の子どもが TPO を

意識した言動ができるようにならなくてはなりません。 

今、この時には、この場所では、この場合では、自分は何を考え、

どう行動すればよいのかを判断できるようにならなければならない

ということなのです。 

 群れから集団へと成長させるため、教師は、朝早くからよる遅くま

で、授業づくりや学級づくりのために日々努力しています。これから

もずっとこの営みは続いていきます。 

保護者の皆様のますますのご理解とご協力をお願いいたします。 

１ 学級でのルールがきちんと機能していて、自分たちで守っ

ていくことができること 

２ 教師の手助けなしでも、自分たちで学級の活動を進めてい

くことができること 

冬を体感！ 「雪遊び」＆「スケート教室」 

１月２２日にはたくさんの雪が降り、様々な雪遊びを

して楽しみ、４年生はスケート教室を行いました。 

 


